
東方書店ホームページ〈中国・本の情報館〉http://www.toho-shoten.co.jp/

　

一
、

　

仮
に
「
士
」
と
い
う
階
層
の
現
れ
が
、
知
識

人
の
誕
生
と
み
な
し
て
よ
い
な
ら
ば
、
中
国
知

識
人
の
歴
史
は
、
少
な
く
と
も
二
千
五
百
年
前

の
春
秋
戦
国
時
代
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
伝
統
的
中
国
知
識
人
と
し
て
の
士
大
夫

階
層
は
、
た
と
え
Ａ
・
グ
ラ
ム
シ
や
Ｅ
・
サ
イ
ー

ド
の
意
味
す
る
知
識
人
と
同
一
視
で
き
な
い
と

し
て
も
、「
修
斉
治
平
」
と
い
う
理
念
、
宋
儒

范
仲
淹
の
「
先
憂
後
楽
論
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
つ
ね
に
天
下
国
家
の
こ
と
を
己
の
つ
と

め
と
し
、
歴
史
と
文
化
の
創
造
、
継
承
に
お
い

て
枢
要
的
な
役
目
を
演
じ
て
き
て
い
る
。だ
が
、

一
方
で
は
、
秦
以
降
の
大
一
統
の
専
制
的
中
央

集
権
体
制
と
の
間
に
絶
え
ず
緊
張
、
軋
轢
が
生

じ
、
漢
、
宋
の
太
学
生
運
動
、
明
の
東
林
復
社

運
動
の
よ
う
に
、
幾
度
も
歴
史
の
惨
劇
が
繰
り

返
さ
れ
て
い
た
の
も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
規
模
に
し
て
も
後
世
に
残
っ
た
傷
の

深
さ
に
し
て
も
、
そ
の
い
ず
れ
も
現
代
中
国
、

な
か
ん
ず
く
一
九
五
七
年
か
ら
の
「
反
右
派
運

動
」、
お
よ
び
一
九
六
六
年
か
ら
一
九
七
六
ま

で
の
「
文
化
大
革
命
」
期
を
超
え
る
も
の
は
ま

ず
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。

　

二
〇
〇
七
年
十
月
、
邦
訳
刊
行
さ
れ
た
『
嵐

を
生
き
た
中
国
知
識
人
』（
集
広
舎
、以
下「
本
書
」）

は
、ま
さ
し
く
そ
う
い
う
時
期
に
照
準
を
当
て
、

激
し
い
運
命
の
浮
き
沈
み
を
経
験
し
た
現
代
中

国
の
「
高
級
知
識
分
子
」
の
生
き
様
を
淡
々
と

綴
っ
た
回
想
録
風
の
著
書
で
あ
る
。
著
者
の
章

詒
和
は
、
一
九
四
二
年
の
生
ま
れ
、
毛
沢
東
が

「
欽
点
」（
直
指
名
）
し
た
最
大
の
「
右
派
分
子
」

章
伯
鈞
の
次
女
で
、
現
在
中
国
芸
術
研
究
院
戯

曲
研
究
所
研
究
員
、
博
士
指
導
の
教
授
資
格
を

も
つ
方
で
あ
る
。
著
者
は
、
多
分
に
自
身
の
資

質
と
境
遇
か
ら
得
た
驚
く
べ
き
記
憶
力
で
、
十

代
頃
に
見
聞
き
し
た
こ
と
と
、
後
に
収
集
し
た

資
料
の
間
を
縦
横
に
行
き
来
し
、
時
代
に
翻
弄

さ
れ
た
身
辺
の
「
高
級
知
識
人
」
の
人
間
模
様

を
「
細
部
の
描
写
を
通
し
て
歴
史
的
記
憶
を
再

生
」（
日
本
語
版
序
）
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
意
味

で
、
本
書
は
、
個
々
に
検
証
す
べ
き
点
が
あ
ろ

う
が
、
も
は
や
単
な
る
個
人
的
回
顧
録
の
域
を

超
え
て
、
現
代
中
国
の
知
識
人
史
、
ま
た
は
思

想
史
の
重
要
な
一
断
面
を
浮
き
彫
り
に
し
た
、

鎮
魂
の
書
と
で
も
言
え
よ
う
。

　

二
、

　

本
書
の
原
著
に
三
つ
の
版
本
が
あ
る
。
中
国

当
局
に
と
っ
て
不
都
合
な
部
分
が
「
二
万
字
ほ

ど
」
削
除
さ
れ
た
中
国
大
陸
版
（
書
名
は
『
往

26

記
憶
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
た
鎮
魂
の
書

―
―

『
嵐
を
生
き
た
中
国
の
知
識
人
』
を
読
む

李　

梁

章
詒
和
著
／
横
澤
泰
夫
訳

嵐
を
生
き
た
中
国
知
識
人

―
―

「
右
派
」
章
伯
鈞
を
め
ぐ
る
人
び
と
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事
並
不
如
煙
』）、
大
陸
版
と
同
名
の
台
湾
版
（
二

〇
〇
四
年
）
お
よ
び
牛
津
大
学
出
版
社
（O

xford 
U
niversity Press

）
か
ら
刊
行
さ
れ
た
香
港
版

（
書
名
は
『
最
後
的
貴
族
』、
二
〇
〇
四
年
）
と
い

う
の
は
、
そ
れ
ら
で
あ
る
。
香
港
版
は
、
大
陸

版
で
削
除
さ
れ
た
部
分
を
原
状
回
復
し
た
完
全

版
で
あ
る
。邦
訳
は
、す
な
わ
ち
香
港
版
に
よ
っ

て
な
さ
れ
た
と
い
う
。
つ
い
で
に
触
れ
る
が
、

本
書
お
よ
び
そ
の
後
立
て
続
け
に
出
し
た
二
点

の
著
書
、つ
ま
り『
一
陣
風
、留
下
了
千
古
絶
唱
』

（
牛
津
大
学
出
版
社
、二
〇
〇
五
年
）、『
伶
人
往
事
』

（
湖
南
文
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
は
、
と
も

に
内
容
が
「
許
容
の
限
度
を
超
え
た
」
た
め
、

目
下
、
中
国
当
局
か
ら
の
発
禁
処
分
を
受
け
て

い
る
。

　

と
り
あ
え
ず
、
本
書
の
内
容
構
成
の
大
要
を

示
し
て
お
こ
う
。

　

本
書
は
、
邦
訳
版
序
言
、
自
序
お
よ
び
訳
者

あ
と
が
き
以
外
は
、
そ
れ
ぞ
れ

 

一
、
有
情
と
無
情
の
間―
―

史
良
の
横
顔

二
、
報
道
の
自
由
に
賭
け
て―

―

儲
安
平
と
父

の
握
手
と
別
れ

三
、
君
子
の
交
わ
り―

―

張
伯
駒
夫
妻
と
両
親

の
絆

四
、
最
後
の
貴
族―

―

康
同
璧
母
娘
の
印
象

五
、
こ
の
人
の
深
い
寂
寥―

―

聶
紺
弩
晩
年
の

断
片

六
、
見
果
て
ぬ
夢
の
果
て
に―

―

羅
隆
基
の
素

描

と
い
う
六
つ
の
章
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
各

章
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
い
る
も
の
の
、
登
場

人
物
は
、
他
の
章
に
も
交
互
に
現
れ
、
そ
れ
が

ゆ
え
に
、
内
容
的
に
前
後
呼
応
し
あ
い
、
本
書

の
有
機
的
一
体
性
を
際
立
た
せ
て
い
る
。
こ
こ

で
、
試
み
に
、
主
な
登
場
人
物
を
組
別
に
分
け

て
本
書
の
内
容
を
検
証
し
て
み
よ
う
。
即
ち
、

著
者
の
父
の
章
伯
鈞
、
史
良
、
儲
安
平
、
羅
隆

基
は
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
、張
伯
駒
、潘
素
夫
妻
、

康
同
璧
、
羅
儀
鳳
母
娘
は
も
う
一
つ
の
グ
ル
ー

プ
、
そ
し
て
最
後
は
聶
紺
弩
と
い
う
ふ
う
に
、

で
あ
る
。

　

三
、

　

第
一
グ
ル
ー
プ
の
面
々
に
は
、
生
い
立
ち
、

学
歴
及
び
職
歴
が
そ
れ
ぞ
れ
違
う
も
の
の
、
一

つ
の
共
通
点
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
貫
し
て
積
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極
的
に
現
実
の
政
治
に
関
わ
っ
て
い
た
、
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
弁
護
士
出
身
の
史

良
は
、
一
九
三
六
年
に
発
生
し
た
有
名
な
「
七

君
子
事
件
」（
三
九
頁
）の
唯
一
の
女
性
と
し
て
、

早
く
か
ら
政
治
の
世
界
で
頭
角
を
現
し
て
い

る
。章
伯
鈞
、羅
隆
基
と
も
、一
九
四
一
年
春「
三

党
三
派
」
を
糾
合
し
て
成
立
し
た
民
盟
（
中
国

民
主
政
団
連
盟
）
創
立
期
の
中
核
メ
ン
バ
ー
（
章

は
組
織
部
部
長
、
羅
は
宣
伝
部
部
長
）
で
あ
る
。

そ
し
て
、
民
盟
は
、
抗
日
戦
争
期
は
勿
論
、
国

共
内
戦
期
に
も
、
一
貫
し
て
国
民
党
の
一
党
独

裁
反
対
、
憲
政
の
擁
護
、
連
合
政
府
の
実
現
を

め
ざ
し
て
積
極
的
に
共
産
党
と
統
一
戦
線
を
組

み
、事
実
上
、共
産
党
の
政
権
奪
取
の
た
め
に
、

い
わ
ば
敵
後
に
い
る
「
第
三
の
分
遣
隊
」
と
し

て
殊
勲
を
立
て
た
の
で
あ
る
。
建
国
初
期
、
章

伯
鈞
、
史
良
、
羅
隆
基
は
、
み
な
民
主
党
派
の

身
分
で
、
共
産
党
政
権
の
大
臣
ま
で
務
め
ら
れ

た
の
は
、
そ
う
し
た
歴
史
経
緯
が
背
後
に
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
民
盟
及
び
他
の

民
主
党
派
の
知
識
人
は
、
共
産
党
政
権
と
の
蜜

月
関
係
が
そ
う
長
く
続
か
な
か
っ
た
。
本
書
に

も
触
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
新
政
権
成
立
直

後
か
ら
展
開
さ
れ
た
一
連
の
政
治
キ
ャ
ン
ベ
ー

ン
（
鎮
反
、
三
反
、
五
反
、
と
く
に
知
識
人
の
思

想
改
造
な
ど
）
を
余
儀
な
く
経
験
さ
せ
ら
れ
た

知
識
人
は
、
や
が
て
理
想
と
現
実
と
の
落
差
の

大
き
さ
に
落
胆
し
、
多
く
は
鬱
屈
と
し
た
気
分

に
包
ま
れ
た
と
い
う
の
は
、
事
実
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
一
九
五
七
年
後
半
か
ら
共
産
党
の
整
風

（
風
紀
粛
正
、
思
想
認
識
の
画
一
化
）
を
助
け
る

と
い
う
名
目
で
実
施
さ
れ
た
「
大
鳴
大
放
」（
思

う
存
分
意
見
を
い
う
）
を
機
に
、
一
気
に
噴
き

出
し
た
の
で
あ
る
。章
伯
鈞
の「
政
治
設
計
院
」、

羅
隆
基
の
「
平
反
委
員
会
」、
儲
安
平
の
「
党

の
天
下
」
と
い
う
三
大
「
反
動
理
論
」
は
、
代

表
的
な
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
若
い
頃

欧
米
に
留
学
し
、欧
米
流
民
主
主
義
に
親
し
み
、

深
く
共
感
を
抱
く
か
れ
ら
に
と
っ
て
み
れ
ば
、

そ
う
い
っ
た
主
張
は
、
い
わ
ば
民
主
政
治
の
常

識
と
し
て
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
る
に
違
い
な

い
。「
党
が
国
家
を
指
導
す
る
こ
と
と
、
こ
の

国
家
が
党
の
所
有
に
な
る
こ
と
と
は
決
し
て
同

じ
で
は
な
い
」（
八
九
頁
）、「
あ
る
政
党
の
党
規

約
が
別
の
あ
る
政
党
の
指
導
を
受
け
る
と
は
っ

き
り
記
述
し
て
い
る
例
は
世
界
に
た
だ
の
一
つ

も
な
か
っ
た
」（
三
四
〇
頁
）
と
い
っ
た
儲
、
羅

の
発
言
は
、
民
主
党
派
の
政
治
理
念
と
そ
の
心

情
の
代
弁
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
だ
が
、
ま
さ
に

そ
う
い
っ
た
主
張
こ
そ
、
毛
沢
東
の
神
経
を
と

が
ら
せ
、
一
夜
に
し
て
整
風
を
反
右
派
運
動
へ

と
舵
を
変
え
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

な
ぜ
毛
沢
東
は
豹
変
し
た
の
か
。
本
書
で
次

の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し
て
説
明
を
試

み
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
現
在
は
プ
ロ
タ
リ
ア

階
級
の
小
知
識
分
子
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
大

知
識
分
子
を
指
導
し
て
い
る
時
代
だ
」（
三
四
八

頁
）
と
い
う
羅
隆
基
の
発
言
が
毛
の
耳
に
伝
わ

り
、「
深
刻
な
文
化
的
蔑
視
」（
同
上
）
と
し
て

受
け
止
め
た
か
ら
で
あ
る
、と
い
う
。
確
か
に
、

若
か
り
し
頃
、
北
京
大
学
図
書
館
の
臨
時
職
員

を
務
め
た
時
、
毛
が
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
大

知
識
分
子
」
か
ら
受
け
た
差
別
を
考
え
る
と
、

そ
れ
は
一
見
し
て
も
っ
と
も
ら
し
い
解
釈
で
あ

ろ
う
。し
か
し
、そ
れ
は
興
味
深
い
視
点
で
あ
っ

て
も
、
歴
史
的
説
明
に
は
な
り
え
な
い
。
毛
の

豹
変
は
、
折
か
ら
発
生
し
た
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の

ス
タ
ー
リ
ン
批
判（
一
九
五
六
年
）、ハ
ン
ガ
リ
ー

事
件
（
一
九
五
六
年
）
お
よ
び
上
述
の
「
右
派

言
論
」
と
む
ろ
ん
無
縁
で
は
な
い
が
、
あ
く
ま

で
共
産
党
政
治
の
本
質
、
あ
る
い
は
毛
の
理
想

社
会
の
青
写
真
に
根
源
的
要
因
を
探
る
必
要
が
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あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
完
全
な
解
明
は
、
中

共
の
各
時
期
に
お
け
る
機
密
の
公
文
書
の
解
禁

を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

本
書
で
は
、「
最
も
訴
え
た
か
っ
た
の
は
〝
共

産
党
の
政
治
〞
」（
訳
者
あ
と
が
き
）だ
と
い
う
。

で
は
、
共
産
党
の
政
治
の
実
態
は
一
体
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
は
一
言
で
言

え
ば
、「
ま
っ
た
く
画
一
化
さ
れ
た
生
活
、観
念
、

そ
れ
に
思
考
方
式
」（
二
六
八
頁
）
を
支
配
下
の

す
べ
て
の
人
々
に
強
い
て
い
く
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
今
日
の
中
国
で
は
、
表
面
上
、
む
ろ

ん
隔
世
の
光
景
と
な
っ
た
が
、
反
右
か
ら
文
革

期
ま
で
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
画
一
化
の
社

会
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
詩
歌
詞
曲
、
書
画
、

骨
董
品
、
京
劇
の
世
界
に
浸
り
、
ま
た
生
来
の

「
貴
族
的
」、
欧
化
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
生
き

甲
斐
と
す
る
張
伯
駒
夫
婦
、
康
同
璧
母
娘
の
境

遇
が
い
か
ば
か
り
の
も
の
だ
っ
た
か
は
想
像
に

難
く
な
い
。
著
者
自
身
は
、
明
ら
か
に
彼
ら
と

最
も
精
神
的
に
共
鳴
し
て
い
る
。
張
家
で
の
絵

の
手
習
い
、康
家
で
の
避
難
生
活
、と
く
に
「
両

章
密
会
」（
章
伯
鈞
と
、「
七
君
子
事
件
」
で
拘
束

さ
れ
た
知
識
人
の
一
人
で
あ
っ
た
章
乃
器
と
の
密

会
の
場
面
）
の
よ
う
に
、
本
書
の
醍
醐
味
は
、

実
に
こ
の
第
三
章
と
第
四
章
の
行
間
に
凝
縮
し

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
紙
幅
の
関
係
で
敷
衍
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
要
す
る
に
、
張
伯
駒

夫
婦
の
優
雅
さ
、
康
同
璧
母
娘
の
「
貴
族
的
」

情
趣
と
侠
義
心
、
等
々
は
、
ど
れ
も
当
時
の
現

実
社
会
と
相
容
れ
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
例
え
ば
康
同
璧
の
誕

生
日
祝
い
の
際
、
来
賓
達
が
各
々
持
参
し
て
き

た
華
や
か
な
チ
ャ
イ
ナ
ド
レ
ス
と
ハ
イ
ヒ
ー
ル

を
康
家
の
屋
外
で
急
い
で
着
替
え
す
る
情
景
は

実
に
興
味
深
い
。
そ
れ
は
、
表
面
上
、
或
い
は

あ
り
し
日
へ
の
郷
愁
と
も
見
て
取
れ
る
が
、
突

き
つ
め
て
考
え
れ
ば
、
ど
ん
な
状
況
下
で
も
、

可
能
な
限
り
、
彼
ら
は
、
決
し
て
心
の
自
由
を

捨
て
た
く
な
か
っ
た
し
、
捨
て
て
い
な
か
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う

点
に
お
い
て
、
従
来
か
ら
恬
淡
無
欲
さ
を
本
懐

と
す
る
聶
紺
弩
も
頗
る
類
似
し
て
い
る
。

　

自
称
「
小
学
校
卒
」
の
聶
紺
弩
は
、
本
書
の

主
な
登
場
人
物
の
中
で
、
実
は
最
も
学
術
的
成

果
を
あ
げ
た
人
だ
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
十
大

巻
に
上
る
『
聶
紺
弩
全
集
』（
武
漢
出
版
社
、
二

〇
〇
三
年
）
を
み
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
し

か
し
、
聶
紺
弩
は
、
決
し
て
書
斎
型
の
学
究
で
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は
な
く
、
寧
ろ
波
瀾
に
み
ち
た
経
歴
の
持
ち
主

ら
し
く
、
自
由
の
精
神
が
横
溢
し
た
深
い
洞
察

力
を
も
つ
。『
水
滸
伝
』
の
続
編
を
書
き
た
し

た
金
聖
歎
を
こ
よ
な
く
愛
し
、中
共
の
牢
獄
で
、

『
資
本
論
』
を
十
七
回
も
読
ん
だ
「
最
大
の
感

想
は
理
想
へ
の
懐
疑
だ
」（
三
〇
四
頁
）
と
い
う

ふ
う
に
心
情
を
披
露
し
た
の
は
、
そ
の
証
し
で

あ
ろ
う
。
著
者
が
、
晩
年
の
聶
紺
弩
の
深
い
寂

寥
感
に
深
く
共
鳴
を
抱
い
て
い
る
の
は
、
同
じ

く
文
学
的
情
趣
の
ほ
か
、
何
よ
り
も
彼
の
、
一

種
の
達
観
の
境
地
に
到
っ
た
自
由
の
精
神
そ
の

も
の
の
た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

四
、

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
共
産
党
政
治
の
あ
り
よ

う
を
問
う
の
は
、
本
書
の
主
題
で
あ
る
。
そ
れ

を
裏
返
せ
ば
、
つ
ま
り
個
々
の
人
間
、
こ
こ
で

は
、
主
と
し
て
知
識
人
の
自
由
の
問
題
を
問
う

こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
書
は
、
決
し

て
こ
れ
ら
知
識
人
の
た
め
に
、「
聖
な
る
人
間
像
」

を
描
こ
う
と
し
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
（
張
均

「
夜
読
章
詒
和
」『
二
十
一
世
紀
』、
二
〇
〇
八
年
四

月
号
参
照
）。
確
か
に
、
本
書
に
描
か
れ
た
知

識
人
達
は
、
常
人
と
同
じ
く
名
利
欲
、
内
ゲ
バ

な
い
し
裏
切
り
と
い
っ
た「
小
節
」も
あ
る
し
、

ま
た
、
必
ず
し
も
十
全
な
意
味
の
自
由
主
義
者

で
あ
る
と
は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
例
え

ば
現
実
認
識
、
と
り
わ
け
共
産
党
政
権
の
有
り

様
へ
の
予
見
に
お
い
て
、
胡
適
ら
自
由
主
義
者

に
比
べ
れ
ば
、
立
場
こ
そ
違
う
も
の
の
、
や
は

り
甘
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
掘
り
下
げ

て
ほ
し
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
著
者
は
特
有
の

資
質
と
実
体
験
と
を
通
し
て
、
個
人
の
記
憶
を

集
団
の
記
憶
、
ひ
い
て
は
民
族
共
同
の
歴
史
的

記
憶
と
し
て
昇
華
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い

る
。
そ
れ
が
、
本
書
の
価
値
を
不
動
の
も
の
に

し
た
と
言
え
よ
う
。

　

最
後
に
、
も
う
一
点
だ
け
触
れ
て
お
こ
う
。

つ
ま
り
、
邦
訳
版
に
つ
い
て
で
あ
る
。
多
少
翻

訳
を
手
が
け
た
経
験
の
あ
る
筆
者
も
、
翻
訳
は

骨
の
折
れ
る
難
業
だ
と
非
常
に
よ
く
分
か
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
本
書
の
邦
訳
者
が
、
精
一
杯
努

力
し
、
一
人
で
本
書
の
翻
訳
を
成
し
遂
げ
た

こ
と
に
ま
ず
敬
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
だ

が
、
本
書
の
邦
訳
は
、
い
わ
ば
「
直
訳
」、「
硬

訳
」
の
た
め
か
、
原
著
の
優
雅
で
流
暢
な
筆
致

に
比
べ
れ
ば
、
邦
訳
版
は
残
念
な
が
ら
硬
く
て

非
常
に
読
み
づ
ら
い
。
そ
れ
か
ら
、
一
々
列
挙

す
る
余
裕
が
な
い
が
、
誤
訳
も
年
代
の
錯
誤
も

目
立
っ
て
い
る
。
編
集
の
問
題
も
あ
ろ
う
。
な

お
、
ふ
つ
う
、
こ
う
し
た
訳
書
の
場
合
、
大
抵

専
門
的
知
見
に
よ
る
訳
者
解
説
を
最
後
に
附
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
邦
訳
版
に
は
い
ち
お
う
「
訳

者
あ
と
が
き
」
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
短
い
し
、

ま
た
必
ず
し
も
専
門
的
な
知
見
に
よ
る
も
の
と

は
言
い
難
い
。
と
も
か
く
、
文
学
的
価
値
に
し

て
も
史
料
的
価
値
に
し
て
も
、
か
の
ベ
ス
ト
セ

ラ
ー
の
『
ワ
イ
ル
ド
・
ス
ワ
ン
』
を
遙
か
に
超

え
た
著
書
で
あ
る
だ
け
に
、
広
く
江
湖
の
読
書

子
に
読
ま
れ
て
ほ
し
い
。
し
か
し
、
現
に
そ
の

願
い
は
、
恐
ら
く
翻
訳
の
出
来
ぐ
あ
い
で
叶
う

こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
て
い
る
。
願
わ
く
ば
、
筆
者
の
心
配
が
杞
憂

に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
。

（
り
・
り
ょ
う　

弘
前
大
学
）
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